
共 催：東京大学医学教育国際協力研究センター、WILEY 

後 援：日本医学会／日本医学雑誌編集者組織委員会 

Editorial Seminar  

～医学雑誌の質の向上を目指して～ 
 

日 時：2012 年 11 月 2 日（金）13：00～17：00 

会 場：東京大学医学部総合中央館（医学図書館）3階 333 会議室 

座⻑： パトリック・バロン（東京医科⼤学国際医学情報センター⻑） 

プログラム 

13:00 ~ 14:20 

開会のあいさつ 
セッション１ － Publishing misconduct and peer review 
“Principles of and issues in publication ethics”   

クリス・グラフ （Treasurer, COPE、Editorial Director, Wiley） 

“Prevention of double publication: Lessons from two Japanese cases”   

戸倉 新樹（浜松医科大学皮膚科学教授、The Journal of Dermatology（Wiley）編集長） 

“Effective strategies for managing misconduct in the peer review process”   

加我 牧子（国立精神・神経医療研究センター精神保健研究所所長、 

Brain and Development(Elsevier)編集長） 

質疑応答 

14:30 ~15:30 

セッション２ － Encouraging the publication of high quality clinical research 
“Getting clinical research published at the highest level”  

森田 明夫（NTT 東日本関東病院・脳神経外科部長・脳卒中センター長、東京大学 非常勤講師）

“Strategies for raising the standards clinical research in Japanese  English language 

journals”   

坂本 長逸（日本医科大学消化器内科部長・教授、日本消化管学会理事長、 

Digestive Endoscopy（Wiley）編集長） 

質疑応答 

15:45~17:00 

セッション３ － The future of publishing 
“Evolution of research publishing and who pays – readers, societies, authors, funders”

マーク・ロバートソン（Wiley Japan 社長） 

“The future of research evaluation”   

土屋 俊（前千葉大学総合メディア基盤センター長、 

独立行政法人大学評価・学位授与機構研究開発部教授） 



共 催：東京大学医学教育国際協力研究センター、WILEY 

後 援：日本医学会／日本医学雑誌編集者組織委員会 

 

配布資料の準備の都合上、参加をご希望の方は、①ご氏名、②ご所属先、③ご連絡先を 

下記 E-mail アドレスへお知らせ下さい。なお、当日会場での受付も可能です。 

E-mail：ircme-pc@m.u-tokyo.ac.jp 

 

＜お問い合わせ先＞ 

東京大学医学教育国際協力研究センター 

東京都文京区本郷 7-3-1 医学部総合中央館２階 

Tel：03-5841-3481 Fax：03-5841-0254 

E-mail：ircme-pc@m.u-tokyo.ac.jp 

URL: http://www.ircme.u-tokyo.ac.jp 

 

 

 

 
 


